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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜立野高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月17日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の課題解決能
力と主体的に学習
に取り組む態度を
育成するため、継
続した授業改善に
組織的に取り組
む。 

②生徒会執行部が中
心となり、生徒主
体で行事等を企
画・運営する力を
育み、学校行事・
部活動等を活性化
させる。 

①３年間の「指定校事
業」のまとめとし
て、これまでの研究
成果を踏まえ、主体
的・対話的な深い学
びにつなげる。 

②学校行事や部活動等
において、生徒が企
画・運営する力を育
成するため、協働す
る力を重視し、生徒
が主体的、自立的に
活動できるように促
す。 

①研究授業や授業研究協
議会を通じて、生徒が
主体的に学び、深い学
びに至る手法を実践す
る。 

②学校行事の準備から運
営まで、生徒会執行部
や各委員会を中心とし
て、生徒が主体的に活
動する機会を増やし、
生徒同士の協働による
企画・運営ができるよ
うに支援する。 

①組織として授業改善に
取り組み、課題解決に
向けた具体的な方策を
教科を超えて共有する
ことができたか。 

②生徒が自ら考え行動
し、行事の企画や運営
を主体的に行い、協働
することができたか。 

①授業力向上指定校の
まとめとして、研修
会や発表会を通じ
て、生徒が主体的に
考え、深い学びがで
きるような授業改善
を行ない、他校との
情報共有も充実して
行うことができた。 

②体育祭や文化祭、球
技大会等において、
生徒が自ら企画運営
することを目標とし
て実施することがで
きた。生徒会執行部
や各実行委員を中心
に、生徒が積極的に
意見を出し、実現で
きるように支援する
ことができた。   

 

①主体的な授業のア
イディアは豊富に
出てくるようにな
ったが、指導と評
価の一体化につい
ては、いまだに検
討を要することが
多い。 

②生徒が企画した内
容を実現するため
に、他グループと
の連携をさらにす
すめる。また、生
徒主体で実施する
方針と支援の方向
性を職員全体に事
前に周知すること
も必要である。 

 

①義務教育と高校では
対応が異なる面もあ
る。義務教育では登
校していても在宅で
も学習の支援を実施
するように考えてい
るが、高校では学校
へ行かないと卒業や
単位に直接影響があ
る点が義務教育と違
う面である。 

②不登校生徒への対応
は、生徒にかける時
間の削減（教員の働
き方改革も関係して
いる）により、生徒
の世話を焼く時間や
行事の削減も昨今は
見られるようだ。 

①主体的な授業への
取組について意識
づけはできたが、
個々の教員のノウ
ハウに依存するこ
とが多く、より組
織的に主体的な授
業を組み立ててい
く必要がある。 

②文化祭で新しい全
校企画を実施する
とともに、各クラ
スの内容を事前に
選考し、昨年度の
課題であった企画
内容の偏りを改善
することができ
た。体育祭や球技
大会では、より生
徒を主体とした企
画運営を実施しす
ることができた。   

①授業の内容と評
価方法をできる
だけ分かりやす
くリンクさせる
ことにより、ど
のような手法の
授業でもより正
確に評価に繋
げ、様々な授業
のアイディアが
無駄にならない
ようにする。 

②生徒の企画した
内容の職員への
周知が遅れるこ
とがあったた
め、全職員への
周知徹底と協力
体制の依頼を次
年度はさらに充
実させたい。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒の実情を踏ま
えて、社会の変化
に対応しながら、
生徒が自ら考え、
自ら行動できるよ
うに指導・支援し
ていく。 

②ＳＣやＳＳＷと連
携し、外部機関と
適切に連携しなが
ら、教育相談コー
ディネーターを中
心とした生徒支援
体制を充実させて
いく。 

①生徒自身が、所属す
る組織の一員として
の自覚を持ち、気付
きを得て、将来を見
据えながら主体的に
行動できるように、
助言・指導の充実を
図る。 

②困難を抱える生徒を
早期に把握し、組織
的な行動により適切
な支援につなぐため
に、ＳＣやＳＳＷ、
教育相談コーディネ
ーターとの連携を密
にする。 

①初動対応に誤りがない
ように職員間での情報
共有を図り、グループ
や学年等で組織的な支
援を行う。 

②ＳＣやＳＳＷ、教育相
談コーディネーター間
の連携を密にして、校
内コーディネーター会
議を定期的に行い、情
報共有を行うとともに
経験年数の浅い教員の
人材育成を図る。 

①生徒の実情に応じて、
組織的に統一した指導
をすることができた
か。 

②定期的に校内コーディ
ネーター会議を開催
し、校内関係者間で情
報共有を図ることがで
きたか。 

②ＳＣやＳＳＷなどと連
携し、積極的かつ組織
的な相談・支援に取り
組むことができたか 

①生徒の実情に応じた
手厚い指導を、組織
的に実施することが
できた。 

②ＳＣやＳＳＷと連携
し、組織的な相談支
援に取り組むことが
できた。また、学年
や進路担当と協働し
生徒を組織的に支援
することができた。 

①前年度より組織的
に対応することが
できているが、初
動の段階で、大事
を小事に、小事を
無事に収めること
ができるかが大切
である。この点に
教員間の意識の統
一を図りたい。 

②ＳＣやＳＳＷと担
当教員の連携は充
実していたが、担
任との連携に課題
が残る。報告、連
絡、相談の時間や
機会をうまく作れ
るように工夫した
い。 

①不登校の生徒への対
応には難しい問題が
あると思うが、手が
回らない、時間が足
りないこともあるの
ではないか。 

②退学や転学した生徒
の後追いはしている
のか。 

①問題行動が発生し
た際、学年全体で
対応することがで
きた。しかし、窓
口となる教員の負
担が多くなってい
ることもあったの
で、考慮する必要
がある。 

②教育相談ではＳＳ
Ｗとも連携し外部
機関と歩調を合わ
せることができ
た。また、昨年度
より教員間の連携
がよく取れてい
た。 

 

①５年以内の若手
教員については
定期的に会議を
実施し、生活事
案についての指
導・教育を実施
していきたい。 

②教育相談につい
て、学年や教科
担当等、関係職
員との情報共有
を図り、組織と
して行動できる
よう努めたい。 

②生徒状況につい
て保護者との連
携を深め、医療
機関に繋げるこ
との有効性を伝
えていきたい。 

３ 進路指導・支援 

〇生徒が自らのキャ
リアについて目標
を持てるよう促
し、一人ひとりが
望む進路希望を実
現できるよう、進
路指導体制、教育
相談体制、学習支
援体制のより一層
の充実を図る。 

〇生徒が主体的に考え
自己実現していく力
を育成できるよう、
進路支援体制の充実
を図る。 

 

〇進路ガイダンスや保護
者説明会等を各学年の
適切な時期に実施し、
学年と連携しながら進
路実現に向けた支援を
行う。 

〇進路相談室の機能を充
実させ、進路関連情報
の周知を効果的に行
う。 

〇適切な時期に、学年に
応じた効果的なガイダ
ンスや説明会等を実施
することができたか。 

〇進路相談室の利用状況
を把握し、生徒に的確
な進路関連情報を周知
することができたか。 

〇模擬試験の診断指標を
参考にして、進路実現

〇分野別模擬講義を実
施し、１，２年生の
早期から目標設定を
行えるよう工夫し
た。また、２、３年
生の保護者に対して
進路説明会を行っ
た。「仕事の学び
場」「保育体験」へ
の参加を促した。 

〇入学から卒業まで
の３年間を見通
し、生徒及び保護
者に対する進路指
導・支援の計画を
立ててゆく。 

〇進路関係資料の収
集と整備について
在校生の意欲をよ
り高めることがで

〇不登校生徒ももちろ
んだが、頑張って学
校に来ているけど苦
労している生徒や勉
強などで悩んでいる
生徒にも手を差し伸
べてほしい。 

〇指定校一覧、進路
の手引き等をデジ
タル化した。 

〇本年度卒業生を招
き、卒業生講話を
実施した。 

〇大学入試問題集
(赤本)の貸し出し
希望も多かった
が、下級生にもよ

〇ガイダンス、説
明会におけるＩ
ＣＴ機器の効果
的な活用を推進
していく。 

〇進路相談室の学
習環境の整備を
継続し、より利
用しやすい環境
を作る。デジタ



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月17日実施） 

総合評価（３月24日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

○模擬試験を活用し、振
り返りを丁寧に行うこ
とによって、学習到達
度の向上を目指す。  

に向けて取り組む力を
育むことができたか。 

〇進路相談室の利用に
ついては、３年生は
活発であったが２年
生の利用は少なかっ
た。 

〇３年生には、進路先
の研究、志願理由書
の書き方講座、模擬
面接などを実施し
た。また、業者模試
の日程について再検
討した。 

 

きるように継続的
に検討する必要が
ある。 

〇計画的な進路活動
が行えるよう、キ
ャリア教育の内容
を精査していく。
また、生徒が希望
する受験形態に照
準を合わせた指導
計画を検討し、業
者模試の実施時期
や回数を見直す。 

り利用しやすい運
用方法を継続検討
する必要がある。 

〇ＬＨＲにおいて、
各学年の年間指導
計画に沿って適切
な進路指導を行う
必要がある。学年
間と情報を共有
し、成果を検証す
る。 

 

ル化により、迅
速な情報開示を
進めていく。 

〇入学から卒業ま
での３年間を見
とおし、生徒及
び保護者に対す
る進路指導・支
援の計画を刷新
していく。キャ
リアパスポート
の有効活用につ
いて検討する。 

４ 地域等との協働 

〇地域貢献活動や近
隣の学校との協働
活動を充実させ、
地域とともにある
学校づくりを推進
する。 

〇活動内容の振返りを
実施しながら、近隣
の学校との協働活動
をさらに充実させ
る。 

 

〇間門小学校と連携して
いるあいさつタイム、
見守り活動、防犯教育
などを継続して実施す
る。 

〇横浜インターナショナ
ルスクールとの新規の
活動について検討す
る。 

〇活動を通じて生徒の自
主性や自己有用感を高
めることができたか。 

〇地域の一員である意
識・自覚を高めること
ができたか。 

〇各学年で地域清掃を
実施した。また、生
徒会執行部が間門小
のボランティアに参
加し、ソングリーダ
ー部は引続きチアリ
ーディングを教えに
行くなど、近隣学校
との連携した活動を
実施することができ
た。 

〇他の部活動も積極
的に他校との連携
を図っていきた
い。また、横浜イ
ンターナショナル
スクールとの連携
は計画を実行する
ことができなかっ
た。 

〇間門小学校でのアイ
サツ運動や見守り活
動は、お互いに児
童・生徒の成長を確
かめられる、よい機
会である。 

〇例年実施している
地域清掃、あいさ
つ運動や見守り活
動など学校全体で
地域と協働する機
会をもてた。ソン
グリーダー部は、
11月から間門小学
校に月２回チアリ
ーディングの指導
に行き、３月に発
表を行うなど、近
隣学校との連携も
継続して実施する
ことができた。   

〇一定の生徒が近
隣学校と継続し
て交流すること
ができているの
で、他の部活動
や生徒会執行部
で、さらに交流
を深めていきた
い。また地域清
掃以外にも、学
校全体で地域に
貢献できる活動
がないか考えた
い。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①安全・安心で快適
な学習環境の整備
に向けた取組みを
継続して推進する
とともに、不祥事
防止の取組みを通
じて保護者や県民
から信頼される学
校づくりを確立す
る。  

②学校の教育活動に
関する情報発信を
積極的に行い、学
校への理解が深ま
るよう努める。 

③教育活動に関する
情報発信につい
て、年間計画に基
づく戦略的な広報
計画を作成し、説
明会等の行事を企
画・実施すること
により、中学生、
保護者の学校理解
が深まるようにす
る。 

①校内美化及び衛生管
理を徹底する。 

①不測の事態に備え、
防災体制の充実を図
る。 

①ＰＴＡと協力し、Ｐ
ＴＡ活動の充実を図
る。 

②戦略的な広報活動を
推進し、学校ホーム
ページや学校説明会
の充実を図る。 

③人材育成を最重要課
題として、仕事の分
散化による負担軽
減、量的緩和を図
る。 

①清掃用品の整備を定期
的に行い、毎日の清掃
活動をとおして校内美
化の徹底を継続する。 

①具体的な場面を想定し
た防災マニュアルを改
訂するとともに、避難
訓練やＤＩＧ研修会
等、生徒が主体的に取
り組むことができる防
災教育を行う。 

②生徒が活躍する説明会
を企画し、本校の魅力
を積極的に発信する。 

③「総合的な探究の時
間」を軸に、職員が自
ら課題の解決に取り組
み、学校の意思決定に
際して発言できる機会
をつくり、学校全体の
活性化を図る。 

①清掃活動等、校内美化
の徹底に取り組むこと
ができたか。 

①生徒が主体的に取り組
むことができる防災教
育を実施することがで
きたか。 

②効果的にホームページ
等を更新するととも
に、説明会等の参加者
に対して、充分に本校
の魅力を伝えることが
できたか。 

③自ら仕事の量的負担を
コントロールし、組織
として、やりがいを持
って業務にあたること
ができたか。 

①毎日の清掃活動を円
滑に行うため清掃用
品の整備を行った。 

①防災マニュアルを更
新するとともに、防
災教室・避難訓練と
保健の授業内でＤＩ
Ｇ研修を実施した。 

②学校ホームページの
更新ルールについて
検討を続け、迅速な
更新のために必要な
素材の収集、作成法
について検討した。 

②学校説明会で校内見
学希望者に、新たに
生徒による案内説明
を行った。外部説明
会では、新たに部活
動のスライドショー
や動画を活用した。 

③「総合的な探究の時
間」は３年間のプロ
グラムが整い、生徒
の作文が各賞を受賞
するなど成果を上げ
た。職員が学校の意
思決定に関わること
により、学校全体の
活性化が進んだ。 

①一人一台端末を利
用したより主体的
に生徒が取り組め
る防災学習の方法
を模索したい。 

②迅速なホームペー
ジ更新のために根
本的な見直し・検
討が必要である。 

②オープンキャンパ
ス・部活動体験・
学校説明会等は、
現在の形体を踏襲
しながら、発展さ
せる。 

③「総合的な探究の
時間」の３年間の
プログラムができ
たとはいえ、時間
がたち、人が変わ
っていくなかで、
易きに流れること
なく、常に進化を
求める姿勢が必要
である。 

①ＤＩＧ研修をどのよ
うに実施しているの
か。 

①小学校で避難場所に
ついて再検討してい
るが、横浜立野高校
が緊急避難場所にな
る可能性があり、協
力いただければ幸い
である。 

①毎日の清掃活動や
そのための整備を
とおして、校内美
化に努めることが
できた。 

①今年度は教科内で
ＤＩＧ研修会を試
行的に実施した。 

②ホームページ更新
はできる範囲で取
り組んできたが、
基本的なデザイン
や更新ルールの検
討が必要である。 

 ②現状のオープン
キャンパス・部活
動体験・学校説明
会等は定着した。 

③生徒・職員共に、
探究チームが求め
ている課題の趣旨
を徹底し、課題解
決や成果物の完成
度を高めていかな
ければならない。 

①保健の指導内容
に適しているの
で、今年度のＤ
ＩＧ研修会の実
施方法を次年度
以降につなげた
い。 

①地域との連携を
含めて、より実
践的な防災対策
に取り組んでい
きたい。 

②ＣＭＳを活用し
た更新について
素材の収集と更
新ルールの再検
討を行う。 

②全公立展・公私
合同説明会等の
広報活動で活用
するための動画
作成を行う。 

③「総合的な探究
の時間」の発表
会などに積極的
に生徒を参加さ
せ、生徒の経験
値を高め、可能
性を広げること
が大切である。 

 


